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特　集
春の日差しを浴びて
３月17日、聖和保育園の２歳児クラスの子ども達が
那賀大規模花畑の散策を楽しみました。
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国
の
内
外
を
問
わ
ず
、
社
会
情

勢
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
動
す
る
今

日
、
私
達
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　

淡
い
期
待
を
こ
め
、
景
気
回
復

を
望
み
な
が
ら
も
、
そ
の
足
音
は

ま
だ
ま
だ
遠
く
、
我
慢
の
日
々
が

続
く
昨
今
で
す
が
、
こ
の
様
な
時

な
れ
ば
こ
そ
、
地
域
住
民
に
密
接

な
関
わ
り
を
も
つ
町
政
を
担
う
者

と
し
て
、
責
任
を
痛
感
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

国
に
お
い
て
は
、
三
位
一
体
改

革
の
初
年
度
と
し
て
、
地
方
交
付

税
の
大
幅
な
削
減
を
打
ち
出
し
、

小
規
模
町
村
に
と
っ
て
は
厳
し
い

財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
様
な
中
、
町
村
合
併
と
い

う
新
た
な
節
目
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
心
機
一
転
、
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
た
地
盤
づ
く
り
に
万

全
を
尽
く
す
所
存
で
す
。

　

先
人
た
ち
か
ら
受
け
継
い
で
来

た
掛
け
替
え
の
な
い
財
産
を
新
し

い
町
に
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
さ

ら
に
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向

か
っ
て
、
町
民
一
丸
と
な
っ
て
、

新
た
な
松
崎
ら
し
さ
の
創
出
を
目

指
す
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
合
併

　

予
想
さ
れ
る
東
海
地
震
に
備
え
、

引
き
続
き
、
防
災
体
制
の
充
実
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

協
議
会
に
お
い
て
協
定
項
目
二
十

三
件
に
つ
い
て
随
時
協
議
を
進
め

て
お
り
ま
す
が
、
新
町
の
名
称
及

び
事
務
所
の
位
置
、
事
務
組
織
及

び
機
構
、
新
町
の
建
設
計
画
等
、

主
た
る
案
件
が
こ
れ
か
ら
協
議
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
合
併

期
日
を
気
に
し
な
が
ら
業
務
を
推

進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ

こ
に
来
て
、
総
務
省
よ
り
、
合
併

特
例
法
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
優

遇
措
置
期
間
を
現
行
の
十
五
年
か

ら
、
新
た
な
法
律
を
制
定
す
る
こ

と
で
、
合
併
期
限
を
平
成
二
十
二

年
三
月
ま
で
延
長
す
る
と
共
に
、

優
遇
措
置
期
間
を
合
併
期
日
に
応

じ
て
、
十
年
間
ま
で
可
能
と
す
る

方
針
が
打
ち
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
協
議
過
程
に
お
い
て
、

少
な
か
ら
ず
影
響
が
有
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
慎
重
に
協
議
を

重
ね
て
い
く
所
存
で
す
。

三
月
九
日
に
開
会
さ
れ
た
町
議
会
定
例
会
で
、
深
澤
町
長
が
新
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
方
針
を
発
表
し
ま
し
た
。（
抜
粋
）

　

そ
の
基
本
理
念
と
し
て

　

町
民
の
皆
様
方
に
、
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
へ
の
積
極
的
な
参
画
を

求
め
て
参
り
ま
す
。

　

懸
案
事
項
や
未
解
決
の
案
件
等
、

行
政
課
題
の
解
決
に
向
け
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

以
上
の
三
点
を
本
年
度
の
町
政

運
営
の
柱
と
し
て
、
全
力
を
傾
注

し
て
参
り
ま
す
。

　

懸
案
と
な
っ
て
お
り
ま
す
旧
最

終
処
分
場
の
閉
鎖
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
県
及
び
国
に
強
く
働
き

か
け
、
国
の
補
助
事
業
に
採
択
さ

れ
る
様
、
鋭
意
努
力
し
て
お
り
ま

す
が
、
事
業
採
択
さ
れ
る
か
厳
し

い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
、
合
併
浄
化

槽
の
設
置
を
促
進
し
、
川
と
海
の

水
質
保
全
を
進
め
る
と
共
に
、「
花

と
ロ
マ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
原

点
で
あ
り
ま
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

よ
る
地
域
環
境
の
保
全
整
備
を
推

進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
一
部
事
務
組
合
事
業

で
あ
る「
し
尿
処
理
施
設
の
建
設
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
の
着
工

に
向
け
、
地
権
者
及
び
地
元
住
民

豊
か
な
自
然
と
文
化
の
薫
る
ま
ち
づ
く
り

豊
か
な
自
然
と
文
化
の
薫
る
ま
ち
づ
く
り

豊 
か 
な 
自 
然 
と 
文 
化 
の 
薫 
る 
ま 
ち 
づ 
く 
り

主
な
施
策

主
な
施
策

　

松
崎
中
学
校
、
国
民
宿
舎
の
建

替
え
、
庁
舎
の
耐
震
補
強
等
、
公

共
建
物
の
耐
震
化
を
進
め
る
と
共

に
、
一
般
木
造
住
宅
の
耐
震
化
事

業
、
津
波
浸
水
対
策
事
業
等
を
継

続
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

○
松
崎
ら
し
さ
の
継
承
と
創
出

○
町
村
合
併

○
防
災
対
策

○
住
民
意
識
の
高
揚

○
行
政
課
題
へ
の
取
り
組
み

○
環
境
対
策

平
成
十
六
年
度

平
成
十
六
年
度

平
成
十
六
年
度

施
政
方
針

施
政
方
針

施
政
方
針

施
政
方
針
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と
の
協
議
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

長
引
く
景
気
低
迷
に
加
え
、
近

年
、
観
光
の
有
り
方
、
顧
客
ニ
ー

ズ
等
が
大
き
く
変
化
し
、
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
、
提
供
の
必
要

性
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

公
共
施
設
の
有
り
方
、
特
に
、

現
在
進
め
て
お
り
ま
す
国
民
宿
舎

の
建
て
替
え
に
つ
き
ま
し
て
は
、

賛
否
両
論
有
る
こ
と
は
承
知
い
た

し
て
お
り
ま
す
が
、何
れ
に
せ
よ
、

我
が
町
の
観
光
振
興
は
、
他
町
村

と
一
味
も
二
味
も
違
う
形
態
で
あ

り
、こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
来
た「
松

　

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、

地
域
福
祉
へ
の
期
待
は
、
益
々
大

き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

健
や
か
に
生
れ
、
育
ち
、
生
活

意
欲
を
燃
や
し
、
美
し
く
老
い
る

た
め
の
社
会
環
境
を
、
質
、
量
の

両
面
か
ら
充
実
を
図
り
ま
す
。
引

き
続
き
、
保
健
、
医
療
、
介
護
等

の
事
業
推
進
に
努
め
る
と
共
に
、

こ
れ
ら
の
事
業
を
補
完
す
る
独
自

　

五
億
六
千
三
百
三
十
一
万
四
千

円
を
予
算
配
分
い
た
し
ま
し
た
。

前
年
対
比
一
千
五
百
九
十
四
万
一

千
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
や
さ
し
さ
の
あ
る

　
　
　

健
康
と
福
祉
づ
く
り

　
「
松
崎
っ
子
」の
健
や
か
な
成
長

を
願
い
、
引
き
続
き
、
各
幼
稚
園

で
の
三
歳
児
保
育
を
実
施
す
る
と

共
に
、
岩
科
小
学
校
と
三
浦
小
学

校
へ
町
費
に
よ
る
非
常
勤
講
師
を

配
置
し
、
複
式
学
級
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

　

ま
た
、
外
国
人
に
よ
る
英
語
教

育
と
心
の
教
育
相
談
事
業
も
継
続

し
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
子

供
達
の
感
性
豊
か
な
人
格
形
成
を

目
指
し
ま
す
。

　

社
会
教
育
事
業
に
つ
い
て
も
、

事
業
内
容
の
見
直
し
を
図
り
、
学

習
内
容
の
充
実
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

　

四
億
百
二
十
六
万
一
千
円
を
予

算
配
分
い
た
し
ま
し
た
。
前
年
対

比
四
千
三
百
二
十
七
万
円
の
減
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
規
事
業
と
し
て
、
長
八
美
術

館
の
改
修
事
業
費
二
千
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。

○
活
力
あ
る
産
業
づ
く
り

崎
ら
し
さ
」
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、

商
品
開
発
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
高
通
山
か
ら
長
者

ケ
原
、
棚
田
か
ら
重
文
岩
科
学
校

を
含
め
た
「
自
然
ふ
れ
あ
い
パ
ー

ク
」
構
想
の
実
現
に
向
け
、
南
伊

豆
町
と
の
連
携
を
密
に
し
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
長
八
美
術
館
が
開
館
二

十
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
施
設
の
大
規
模
改
修
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
ソ
フ
ト

面
で
は
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
の
充
実
を
図
る
と
共
に
、
特
別

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
誘
客

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
清
水
、
御
前
崎
港
を

始
め
と
す
る
海
上
交
通
、交
流
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
り
、
新
港

湾
開
設
後
の
対
応
に
つ
い
て
検
討

す
る
所
存
で
す
。

　

一
般
会
計
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
に
無
い
厳
し
い
財
政
運

営
が
強
い
ら
れ
る
状
況
下
に
あ
っ

て
、
緊
縮
予
算
を
前
提
と
し
た
編

成
方
針
を
打
ち
出
し
、
徹
底
し
た

経
費
の
見
直
し
を
す
る
一
方
で
、

合
併
を
前
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
大
規
模
事
業
へ
の
対
応
に

迫
ら
れ
、
結
果
的
に
は
、
大
型
予

算
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

予
算
総
額
四
十
三
億
二
千
五
百

万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　

歳
入
面
で
は
、
長
引
く
景
気
低

迷
に
よ
り
、
引
き
続
き
、
町
税
が

マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、
地
方
交
付
税

も
前
年
対
比
一
千
八
百
万
円
の
減

額
と
い
た
し
ま
し
た
。こ
の
結
果
、

臨
時
財
政
対
策
債
を
含
め
た
起
債

の
額
は
、
前
年
対
比
三
億
三
千
八

百
万
円
の
増
額
と
な
り
、
な
お
か

つ
不
足
す
る
財
源
を
補
填
す
る
為
、

財
政
調
整
基
金
等
を
取
り
崩
す
な

ど
し
て
、
財
源
充
当
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

一
方
、
歳
出
面
で
は
、
経
常
経

費
に
つ
い
て
は
徹
底
し
た
見
直
し

を
行
い
ま
し
た
が
、
前
年
対
比
八

千
八
百
八
十
六
万
五
千
円
の
増
額
、

投
資
的
経
費
に
お
い
て
は
、
大
型

事
業
の
実
施
に
よ
り
前
年
対
比
三

億
六
千
百
九
万
九
千
円
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

新
年
度
予
算
の
概
要

新
年
度
予
算
の
概
要

　

八
億
八
千
七
百
十
七
万
九
千
円

を
予
算
配
分
い
た
し
ま
し
た
。
前

年
対
比
二
億
四
百
二
十
八
万
一
千

円
の
大
幅
な
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
要
因
は
、
旧
最
終
処
分
場

の
閉
鎖
事
業
実
施
に
よ
る
も
の
で

す
。 ○

安
全
で
快
適
な

　
　
　

居
住
環
境
づ
く
り

　

二
億
九
千
四
百
九
万
七
千
円
を

予
算
配
分
い
た
し
ま
し
た
。
前
年

○
交
通
・
情
報

　
　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

　

町
の
責
任
者
と
し
て
、
引
き
続

き
、
総
力
を
挙
げ
て
諸
般
の
課
題

に
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
す
の

で
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
億
三
千
七
百
八
十
五
万
円
を

予
算
配
分
い
た
し
ま
し
た
。
前
年

対
比
七
百
六
十
一
万
円
の
増
額
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

新
規
事
業
と
し
て
、 史
跡
、名
所

へ
の
標
柱
設
置
事
業
と
通
史
の
編

纂
事
業
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

○
未
来
に
向
け
た
人
づ
く
り

　

二
億
七
千
三
百
五
十
五
万
七
千

円
を
予
算
配
分
い
た
し
ま
し
た
。

前
年
対
比
九
千
七
百
八
十
万
四
千

円
の
増
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

新
規
事
業
と
し
て
庁
舎
の
耐
震

補
強
及
び
空
調
設
備
改
修
事
業
と

中
瀬
邸
駐
車
場
へ
の
ゲ
ー
ト
設
置

事
業
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

○
み
ん
な
が
創
る
ま
ち
づ
く
り

終
わ
り
に

終
わ
り
に

の
地
域
福
祉
事
業
の
展
開
を
進
め

ま
す
。

と
ほ
ぼ
同
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

新
規
事
業
と
し
て
、
道
路
新
設

改
良
事
業
（
山
口
・
松
尾
線
）
と

電
算
シ
ス
テ
ム
統
一
事
業
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

○
福
祉
の
充
実

○
観
光
の
振
興

○
人
材
育
成
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平
成
十
六
年
度
一
般
会
計
予
算

新
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
平
成
十
六
年
度
予
算
が
、
町
議
会
三
月
定
例
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
が
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
て
い
く
の
か
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
十
六
年
度
予
算
は
、
合
併

後
の
松
崎
町
を
見
据
え
、
第
四
次

総
合
計
画
の
「
豊
か
な
自
然
と
文

化
の
薫
る
ま
ち
」
を
基
に
編
成
し

ま
し
た
。

　

町
税
が
六
年
連
続
の
マ
イ
ナ
ス

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
景
気

低
迷
に
よ
る
町
民
税
の
落
ち
込
み

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
主
要
な
財
源
で
あ
る
地

方
交
付
税
が
、
前
年
対
比
千
八
百

万
円
の
減
収
や
臨
時
財
政
対
策
債

の
借
入
限
度
額
が
、
九
千
二
百
万

円
減
の
二
億
二
千
八
百
万
円
と
な

る
等
、財
源
が
不
足
と
な
る
た
め
、

財
政
調
整
基
金
な
ど
か
ら
、 
四
億

六
千
五
百
万
円
を
繰
り
入
れ
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

目
的
別
経
費
の
主
な
増
額
要
因

や
前
年
対
比
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

議
会
費
は
、
議
員
報
酬
等
の
減

少
に
よ
り
、
三
・
七
％
の
減
に
な

り
ま
し
た
。

　

総
務
費
は
、
庁
舎
の
耐
震
補
強

工
事
や
庁
舎
空
調
熱
源
更
新
工
事
、

合
併
に
伴
う
電
算
シ
ス
テ
ム
統
合
、

中
瀬
邸
駐
車
場
整
備
等
に
よ
り
、

十
八
・
四
％
の
増
に
な
り
ま
し
た
。

一般会計………………………４３億２，５００万円

水道事業会計……………２億９，８３６万８千円

温泉事業会計…………………７，６７２万１千円

町営駐車場会計………………………４３８万円

国民宿舎伊豆まつざき荘事業会計

　　　　………………………２億９，９０７万円

サンセットヒル松崎事業会計

　　　　…………………２億３，０６２万６千円

国民健康保険特別会計

　　　　…………………９億７，１３５万５千円

老人保健特別会計……………１０億２，２５７万円

介護保険特別会計………６億０，６５８万６千円

岩地集落排水事業特別会計 ………７６９万８千円

石部集落排水事業特別会計…………５５８万円

雲見集落排水事業特別会計

　　　　…………………１億３，１９７万７千円

地方譲与税
４９，０００千円
１．１％

２．７％
繰越金

１２０，０００千円
２．８％

諸収入
１４０，０５３千円
３．２％

歳入
４３億

２，５００万円

自主財源
３８．４％

依存財源
６１．６％

町税
７５４，７３１千円
１７．５％

繰入金
４９４，５２１千円
１１．４％

地方交付税
１，２６２，０００千円
２９．２％

町債
８５４，８００千円
１９．８％

分担金及び負担金　３１，３５４千円　０．７％

使用料及び手数料　１０６，４０５千円　２．５％

財産収入　１，８５２千円　０．０％

寄附金　１２，４８７千円　０．３％ ■町税

町民の皆さんから納めてい

ただく税金。

■分担金及び負担金

小規模授産所運営費、養

護・特養老人ホームや保育

料などのお金。

■使用料及び手数料

公共施設の使用料、住民票

などの交付手数料。

■繰入金

各種基金などから一般会計

へ繰り入れるお金。

■繰越金

一般会計から次の会計年度

へ持ち越されたお金。

■諸収入

歳入科目の区分に該当しな

いお金など。

■地方交付税

一定の基準に基づき国から

交付されるお金。

■国庫支出金

事業を行うために国から交

付されるお金。

■県支出金

事業を行うために県から交

付されるお金。

■町　債

事業を行うために借り入れ

るお金。

会計別予算額一
般
会
計

一
般
会
計

予
算
の
概
要

 

予
算
の
概
要

●
歳
入

●
歳
出

県支出金
１６７，０９８千円　３．９％

国庫支出金
２１４，４９９千円
５．０％

利子割交付金　４，５００千円
配当割交付金　１，５００千円
株式等譲渡所得割交付金　６００千円
地方消費税交付金 ７５，０００千円
自動車取得税交付金 ２１，０００千円
交通安全対策特別交付金 ６００千円
地方特例交付金 １３，０００千円
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民
生
費
は
、
国
民
健
康
保
険
や

介
護
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
り
出

し
金
の
増
加
に
よ
り
、
五
・
一
％

の
増
に
な
り
ま
し
た
。

　

衛
生
費
は
、
雲
見
の
旧
最
終
処

分
場
適
正
閉
鎖
事
業
の
実
施
に
よ

り
、
八
十
・
三
％
の
増
に
な
り
ま

し
た
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、
雲
見
漁
港

海
岸
保
全
に
事
業
の
終
了
、
農
村

総
合
統
合
事
業
の
減
少
な
ど
に
よ

り
、
二
十
一
・
一
％
の
減
に
な
り

ま
し
た
。

　

商
工
費
は
、
長
八
美
術
館
の
改

修
工
事
を
実
施
し
ま
す
が
、
経
常

経
費
の
減
少
に
よ
り
、
五
・
九
％

の
減
に
な
り
ま
し
た
。

　

土
木
費
は
、
港
湾
整
備
負
担
金

な
ど
の
減
少
に
よ
り
六
・
九
％
の

減
に
な
り
ま
し
た
。

　

消
防
費
は
、
広
域
消
防
組
合
負

担
金
や
資
機
材
整
備
費
の
減
少
に

よ
り
十
二
・
九
％
の
減
に
な
り
ま

し
た
。

　

教
育
費
は
、
中
学
校
改
築
事
業

の
実
施
設
計
費
、
文
教
施
設
整
備

基
金
積
み
立
て
に
よ
り
、
十
九
・

三
％
の
増
に
な
り
ま
し
た
。

　

公
債
費
は
、
平
成
七
・
八
年
度

に
借
り
た
減
税
補
て
ん
債
の
元
金

一
億
三
千
三
百
万
円
の
一
括
償
還

の
た
め
、
十
八
・
九
％
の
増
に
な

り
ま
し
た
。

一般会計予算を家計に例えると

議会費　６６，８２３千円　１．５％

総務費
７１６，８６０千円
１６．６％

民生費
５１１，２０５千円
１１．８％

衛生費
８７２，４１７千円
２０．２％

農林水産業費　２９２，８９５千円　６．８％

商工費　２４４，７５９千円　５．７％

土木費
３０６，３８４千円
７．１％

消防費　１９５，５３５千円
４．５％

教育費
４８７，４６６千円
１１．３％

災害復旧費　６千円　０．０％

公債費
６２０，６１９千円
１４．３％

諸支出金　３１千円　０．０％

予備費　１０，０００千円　０．２％
■議会費

議員の報酬、費用弁償など議会の活動に

必要な経費。

■総務費

全般的な管理事務、財政・財務管理など

に必要な経費。

■民生費

住民の一定水準の生活と安定した社会生

活を保障するのに必要な経費。

■衛生費

健康で衛生的な生活環境を保つための経

費。

■農林水産業費

農業土木、農業構造改善、水産振興など

に必要な経費。

■商工費

商工業の振興、観光事業などに必要な経

費。

■土木費

道路、河川、港湾など土木事業に必要な

経費。

■消防費

火災などの災害防除、災害時の活動に必

要な経費。

■教育費

学校教育、社会教育など教育関係にかか

る経費。

■公債費

町債としての借入金を長期にわたって返

済するお金。

歳出
４３億

２，５００万円

歳入・歳出予算　４３億２，５００万円を
収入・支出　４３２万円に換算します。

収入
４３２万円

生活費
２７３万円
６３．２％

支出
４３２万円

給料・
ボーナス・
パート収入
２８６万円
６６．２％

繰越金
１２万円　２．８％

借入金
８５万円
１９．７％

預貯金の引出
４９万円　１１．３％

住宅の建築費用や
車・家財等の購入費
９７万円
２２．５％

ローンの返済　６２万円　１４．３％
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●庁舎改修事業　庁舎の耐震補強や空調設備の改修をします。  ………………………………１０，１００万円
●電算推進事業　合併に向け、３町村の電算システムを統一します。  …………………………２，４３６万円
●若者のまちづくり支援事業　太鼓フェスティバル等を支援します。  ……………………………４７９万円
●花いっぱい運動推進費　花と緑豊かな生活環境づくりを支援します。  ………………………２，７５５万円

総務費　７億１，６８６万円

●児童手当　未来を支える子ども達が健やかに育つよう支援します。  …………………………３，４１０万円
●保育所実施委託　保育を必要とする児童のために保育事業を委託します。  …………………５，６８４万円
●障害者支援費等　心身障害者の居宅サービスや施設入所費を助成します。  …………………８，４８３万円
●介護保険対策事業費　介護保険事業への負担軽減と円滑な運営を図ります。  ……………１０，７７４万円

民生費　５億１，１２１万円

●予防検診事業　各種病気の早期発見のため、検査費用を助成します。  ………………………２，３４４万円
●乳幼児医療扶助費等　乳幼児の医療費を助成します。  ……………………………………………５３４万円
●西豆衛生プラント組合　し尿処理施設建設のための負担金  …………………………………８，１４２万円
●合併処理浄化槽設置事業　浄化槽の新設、切替えに補助金を交付します。  …………………２，０５０万円
●旧最終処分場適正閉鎖事業　公害の発生を防止するため工事を実施します。  ……………３７，１４０万円

衛生費　８億７，２４２万円

●指川洞線改良工事・岩本農道拡幅工事　利便性を高めるため拡幅します。  …………………１，８９０万円
●湯ヶ原用水路改良工事　農地の生産性を高めるため改良します。  ……………………………１，２７０万円
●岩地漁港小規模局部改良工事　津波対策のため陸閘を設置します。  …………………………１，４０５万円

農林水産業費　２億９，２８９万円

●伊豆の長八美術館改修工事　内外装の修理を実施します。  ……………………………………２，０００万円
●なまこ壁技術伝承事業　町内のブロック塀をなまこ壁にします。  ………………………………２００万円
●長者が原雑木林伐採事業　ツツジ等を保護するため雑木を伐採します。  ………………………３４６万円
●長九郎山シャクナゲ植生実態調査　シャクナゲ保護のため調査を行います。  …………………９０万円

商工費　２億４，４７６万円

●道路改良事業　町道山口松尾線の拡幅を行います。  ……………………………………………３，０３０万円
●急傾斜地崩壊対策事業　がけ崩れから人命を守るため、県による工事を進めます。  ………１，５２０万円
●河川維持工事　内沢川（那賀）の護岸改良や修繕を進めます。  …………………………………５５０万円
●住宅地震対策事業　東海地震から住宅の倒壊を防ぎます。  ………………………………………４５万円

土木費　３億６３８万円

●消火栓改良工事　固定式消火栓を首振り式に改良します。  ………………………………………１４０万円
●避難誘導灯設置　夜間の地震発生時の避難誘導灯を設置します。  ………………………………８０万円
●災害対策用備品　防災テントを整備します。  ………………………………………………………１７９万円

消防費　１億９，５５４万円

●複式学級対応非常勤講師　複式学級対応として非常勤講師を配置します。  ……………………６１５万円
●国際理解教育推進事業　外国人講師による英語教育の推進を図ります。  ………………………５６７万円
●中学校改築事業　校舎建替えのため実施設計を進めます。  ……………………………………２，３００万円

教育費　４億８，７４７万円

総額　４３億２，５００万円

 7 

　

那
賀
大
規
模
花
畑
の
花
々
が

咲
い
て
い
ま
す
。
バ
イ
パ
ス
の

桜
並
木
も
見
頃
と
な
り
、
皆
様

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

花
と
い
え
ば
、
も
う
一
箇
所

見
所
が
あ
り
ま
す
。
雲
見
高
通

山
の
つ
つ
じ
で
す
。
今
年
、
長

者
ヶ
原
の
つ
つ
じ
群
生
地
に
手

を
入
れ
、
併
せ
て
雲
見
高
通
山

の
遊
歩
道
の
整
備
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

将
来
は
、
高
通
山
か
ら
長

者
ヶ
原
の
つ
つ
じ
群
生
地
ま

で
を
「
つ
つ
じ
ラ
イ
ン
遊
歩

道
」
で
結
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
「
高
通
山
ツ
ツ
ジ

ま
つ
り
」
は
、
皆
さ
ん
に
も

是
非
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
群
生
し
て

い
る
つ
つ
じ
も
大
変
き
れ
い

で
す
し
、
そ
こ
か
ら
眺
め
る

駿
河
湾
も
大
変
雄
大
で
素
晴

ら
し
い
。
雲
見
地
区
の
皆
さ

ん
が
毎
年
慈
し
ん
で
き
て
く

町長室からこんにちは　28
れ
た
賜
物
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

松
崎
町
の
財
産
と
し
て
、
さ

ら
に
発
展
さ
せ
、
ア
ウ
ト
ド
ア

志
向
の
観
光
客
に
も
大
い
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
念
じ

て
い
ま
す
。

　

つ
つ
じ
の
話
は
若
干
早
い
と

思
い
ま
す
が
、
大
勢
の
人
た
ち

に
見
に
行
っ
て
欲
し
い
、ま
た
、

楽
し
く
歩
い
て
欲
し
い
と
思
い

ま
し
て
、
今
回
紹
介
し
た
次
第

で
す
。

深
澤　

進

松
崎
町
長

山
つ
つ
じ

� ����������������������������������������������������������

　

重
点
目
標
と
し
て

◎
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推

進
◎
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底

◎
高
齢
運
転
者
と
女
性
運
転

者
の
事
故
防
止
の
推
進

　

管
内
で
発
生
し
た
事
故
の
特
徴

を
見
る
と
、

一
、
事
故
の
類
型
別
で
最
も
多
い

の
は
、脇
見
に
よ
る
追
突
で
、

次
に
正
面
衝
突
や
出
会
頭
事

故
が
多
い
。

二
、
事
故
の
九
割
は
昼
間
起
き
て

い
る
。（
十
九
件
中
十
六
件
）

三
、
国
道
と
下
田
松
崎
線
で
事
故

全
体
の
六
割
が
発
生
。

四
、
地
元
の
方
が
起
こ
し
た
事
故

が
全
体
の
七
割
に
な
り
ま
す
。

五
、
曜
日
別
で
は
土
曜
日
、
時
間

帯
は
午
前
十
時
か
ら
正
午
に

か
け
て
事
故
が
多
発
。

六
、
年
代
別
で
は
五
十
代
の
方
の

事
故
が
目
立
ち
ま
す
。

七
、
特
に
事
故
が
多
発
し
て
い
る

区
間
は
、
石
部
・
雲
見
間
と

宮
の
前
橋
・
外
部
間
、
桜
田
・

小
杉
原
間
の
三
区
間
。

の
七
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

意
外
と
思
わ
れ
る
方
も
多
い
で

し
ょ
う
が
、
地
元
の
方
が
昼
間
に

事
故
を
起
こ
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が

・
交
差
点
で
は
、
ま
ず
止
ま
っ
て

か
ら
左
右
を
見
ま
し
ょ
う
。

・
完
全
に
止
ま
る
ま
で
、
前
方
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
正
し
く
着
用

し
て
か
ら
発
進
し
ま
し
ょ
う
。

・
携
帯
電
話
で
話
し
な
が
ら
等
の

な
が
ら
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
疲
れ
た
ら
�
休
憩
サ
イ
ン
�
と

思
っ
て
休
み
ま
し
ょ
う
。

　

以
上
五
点
を
特
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

　

も
う
一
度
、日
頃
の
安
全
点
検
・

安
全
確
認
に
つ
い
て
見
直
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
こ
の
時
期
は
、
新
入
学
・

新
入
園
の
児
童
が
通
学
・
通
園
で
、

慣
れ
な
い
道
を
歩
く
こ
と
に
な
り

ま
す
し
、 免
許
を
取
っ
た
ば
か
り
の

ド
ラ
イ
バ
ー
も
多
く
な
り
ま
す
。

園
児
や
黄
色
い
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー

の
新
一
年
生
、
若
葉
マ
ー
ク
の
初

心
者
ド
ラ
イ
バ
ー
を
見
か
け
た
ら
、

思
い
や
り
の
あ
る
運
転
と
、
予
想

外
の
動
き
に
も
対
応
で
き
る
よ
う

な
安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

９　件国 道 １３６ 号 線
路 線 別 事 故 件 数 ３　件県道下田松崎線

７　件町 道

７　件追 突

原因別事故発生件数

２　件歩 行 者 事 故
５　件自 損 事 故
２　件出 会 頭
１　件右 折 事 故
２　件そ の 他

居　住　地　別　件　数
５件管外１４件管内

昼　・　夜　別　件　数
３件夜１６件昼

　

四
月
六
日
（
火
）
か
ら
十
五
日

（
木
）
ま
で
、「
春
の
全
国
交
通
安

全
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

�松崎警察署管内で発生した事故の分析結果�

松
崎
警
察
署
管
内
の

 

交
通
事
故
の
状
況

事
故
の
防
止
策

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

目
立
ち
ま
す
。

が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

３月１５日現在



 8

【４月の救急当番医　西伊豆地区】

高病原性
鳥インフルエンザについて
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は日曜・祝祭日　＊時間等は当番医で確認して下さい。

－

短
歌－

松
崎
文
芸

松
崎
文
芸

高
橋
百
代

土
屋
君
子

岡
村
芳
子

高
橋
栄
美

山
本
智
恵
子

堀
岡
洋
子

端
山
さ
ち
枝

平
野
も
み
子

【連絡先】

役場産業建設課　�４２－３９６５

東部家畜保健衛生所

　　　�０５５－９７８－３１３１

� � �� � ���� � �� � ���� � �� � ���

� � � �
��������
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��������
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�
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��������
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����
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��������

� � � �
��������

���
���

������
��������

� � � �
��������
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����

�����
��������

����
����

年金だより年金だより 保健師だより保健師だより

� ����������������������������������������������������������

　３月の幼児健診で、よく食べたり

飲んだりするおやつで多かったのは、

あめ・イオン飲料でした。あめ１粒

の中には角砂糖２個、イオン飲料１００

�の中には２．５個入っています。砂

糖は歯の表面に酸を作り歯を溶かし

ます。時間や回数を決めないおやつ

がむし歯を作るのはそのためです。

また、欲求をコントロールできない

わがままな子どもを作ることにもな

り、「おやつはしつけのバロメーター」

なのです。

　平成１６年度の保険料は、前年度と同額

の１ヵ月１３，３００円です。

　国民年金では、保険料の納付手続きの

簡素化という理由などから、保険料を一

括して納付できる全期前納や半期前納と

いう制度を設けています。

　前納制度を利用すると、全期前納した

場合２，８３０円、半期前納した場合は１，３００

円の割引きになります。

　納期限につきましては、前年同様翌月

の末となります。土日、祝日の場合はさ

らに翌月の初めになります。

　口座振替や前納制度を利用するなど、

納め忘れのないようにしましょう。

あ
か
つ
き
の
水
平
線
よ
り
の
ぼ
り
ゆ
く

 

む
ら
さ
き
色
の
雲
の 
緞 どん 
帳 
ち
ゃ
う

恋
歌
と
ハ
ミ
ン
グ
し
て
ゐ
つ
気
も

 

張
り
て
今
年
こ
そ
は
と
心
も
締
ま
る

少
し
づ
つ
母
が
遠
く
に
な
っ
て
ゆ
く
星
を

 

見
上
ぐ
る
日
日
の
少
な
く

日
常
を
静
か
に
こ
な
し
繰
り
返
す

 

そ
こ
に
小
さ
な
愛
が
生
ま
れ
る

い
づ
こ
よ
り
渡
り
て
来
し
か 　
  
田 
に

ひ
つ
ぢ 

た

 

鶴
の
一
羽
が
羽
を
休
め
ゐ
る

唐
松
の
落
葉
を
踏
む
に

 

父
親
の
や
う
な
る
深
き
匂
ひ
た
ち
く
る

遊
ぼ
う
と
わ
が
手
を
ひ
き
く
る
幼
子
の

 

こ
の
幸
せ
に
時
を
止
め
た
き

雪
や
み
し
郡
上
八
幡
の
散
策
に

 

名
水
一
号
の
水
を
た
し
な
む

今
年
度
の
保
険
料
に
つ
い
て

今今
年年
度度
のの
保保
険険
料料
にに
つつ
いい
てて

お
や
つ
は
し
つ
け
の
第
一
歩
！

おお
やや
つつ
はは
しし
つつ
けけ
のの
第第
一一
歩歩
！！

９ 

� ����������������������������������������������������������

� ����������������������������������������������������������

� ����������������������������������������������������������

町のできごと町の で き ご と
　

三
月
二
日
（
火
）、
沼
津
市
在

住
の
杉
田
登
さ
ん
か
ら
、
松
崎
町

の
風
景
を
描
い
た
版
画
作
品
三
点

が
町
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

十
数
年
前
か
ら
当
町
の
風
景
に

魅
せ
ら
れ
、
年
数
回
訪
れ
て
は
作

品
を
制
作
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
、
温
泉
旅
館
組
合
の
紹
介
に
よ

り
、
今
回
作
品
が
贈
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
は
、
明
治
商
家

中
瀬
邸
と
開
化
邸
に
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

三
月
一
日 （
月
）か
ら
七
日（
日
）

ま
で
、「
消
す
心　

置
い
て
下
さ

い
火
の
そ
ば
に
」
を
統
一
標
語
に

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
行
わ

れ
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
町
内
各

地
区
で
自
主
防
主
催
の
消
火
栓
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

い
ざ
火
災
が
発
生
し
た
と
き
に
、

消
火
栓
に
よ
る
初
期
消
火
は
非
常

に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
か

ら
、
参
加
し
た
地
域
の
皆
さ
ん
は

消
防
団
員
の
指
導
を
受
け
、
真
剣

に
消
火
栓
の
取
り
扱
い
方
法
を
学

び
、
防
火
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

　

三
月
十
四
日
（
日
）、
環
境
セ

ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル
で
文
化
協
会

主
催
の
第
二
十
一
回
芸
能
部
門
発

表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
日
頃
の
練
習

成
果
を
披
露
す
る
目
的
で
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
当
日
は
器

楽
部
、
舞
踊
部
、
吟
詠
部
、
民
謡

部
、
合
唱
部
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
部
の

六
部
が
出
演
し
、
二
十
七
演
目
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
熱
演
す
る
メ
ン

バ
ー
は
、
日
頃
の
練
習
成
果
を
遺

憾
な
く
発
揮
し
、
会
場
を
埋
め
た

観
客
か
ら
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　

三
月
十
七
日 （
水
）、 生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
、
聴

覚
に
障
害
が
あ
る
児
童
生
徒
に
特

別
な
学
習
指
導
を
行
う
通
級
指
導

教
室
の
終
了
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
終
了
式
に
出
席
し
た
の
は

町
内
の
小
中
学
校
に
通
う
児
童
生

徒
三
名
で
、
こ
の
一
年
間
、
県
立

沼
津
聾
学
校
教
諭
か
ら
週
二
回
程

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
熱
心
に
勉

強
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

聴
覚
の
障
害
に
負
け
ず
、
一
生

懸
命
努
力
を
続
け
て
い
る
児
童
生

徒
に
こ
れ
か
ら
も
応
援
を
お
願
い

し
ま
す
。
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作
品
寄
贈
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暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

　

月
４

　農業生産活動を通じ洪水の防止、

土壌浸食の防止、良好な景観形成等

多面的機能を発揮している中山間地

域は、平地地域と比べ農業生産条件

が不利な地域のため、担い手の減少、

耕作放棄地の増加が進行しているこ

とから、国土の保全と多面的機能の

確保を図るための「中山間地域等直

接払制度」が平成１２年度から５年間

の期間で開始され、まちでも３集落

協定２５人の農業者で実施しています。

各集落協定では、様々な農業生産活

動を実施し、農用地の確保及び活用

に努めています。

平成15年度中山間地域等
直接払交付金制度実施状況の公表

【資格】

・昭和５２年４月２日～昭和５８年４

月１日生まれで大学卒業または

平成１７年３月大学卒業見込者

・昭和５８年４月２日以降生まれで

大学卒同等資格者

【受付】　４月１日（木）～４月１６日（金）

【試験日】　１次試験　６月１３日（日）

【問合せ】　下田税務署 �２２－０１８５

平成16年度国税専門官採用試験

　陸・海・空自衛隊の幹部候補生

学校に入校し、１年後に幹部に昇

任。各職域の専門的リーダーとし

て活躍します。

【資格】　２２才以上２６才未満（平成１７年４月

１日現在）で大学卒業程度の学力有する者。

【給与】　初任給２１３，３００円　１年後２４１，２００円

【受付】　４月５日（月）～５月１１日（火）

【試験日】　５月２２日（土）～５月２３日（日）

【問合せ】　自衛隊伊東募集事務所

　　�０５５７－３７－９６３２

自衛隊幹部候補生募集

警察官採用試験

【日時】　４月１８日（日）１０：００～

【会場】　岩科小学校グランド　他

【催し】　各種サービスコーナー

　　　　地場産品直売　他

【問合せ】　町長公室　�４２－３９６２

岩科重文まつり

　静岡県では、まちづくりをリー

ドする人材の育成を目的として、５

月から静岡文化芸術大学のインター

ネット講座を開講します。

【受付】　４月３０日（金）まで

【募集人員】　１２０人

【資格】　１８歳以上で県内に在住し、インター

ネット及びメール機能を使用できること。

【問合せ】　静岡県都市計画地域計画係

 電話　０５４－２２１－２２１９／３２０４

 toshikeikaku@hq.pref.shizuoka.jp

まちづくりリーダー養成講座

　７月２４日（土）に開催されるアビリン

ピック静岡県大会の出場者を募集します。

【資格】　４月１日現在１５歳以上で、県

内在住者又は県内に通勤・通学している

身体障害者手帳の交付を受けている方も

しくは児童相談書などの判定機関により

知的障害があると判定された方

【受付】　４月１日～６月４日

【参加費】　無料

【申込み】　静岡県商工労働部能力開発室

〒４２０－８６０１　静岡県追手町９－６

電話　０５４－２２１－２９５４

 （ 社 ）静岡県障害者雇用促進協会

〒４２０－０８５７　静岡県御幸町１１－３０

電話　０５４－２５５－７１３９

アビリンピック選手募集

１５年度交付金認定面積設定集落名

５０６，９６６円５４，６６６�雲見集落協定

８５１，９１０円４２．６３８�石部集落協定

６６２，７４０円８０．５３５�岩地集落協定

　静岡県警察では、今年７月採用

の特別試験を実施します。

【資格】　昭和５２年４月２日 ～ 昭和５７年４月

１日生まれで大学卒業者または大学卒同等者。

【受付】　４月１３日（火）まで

【試験日】　１次試験　５月１６日（日）

【問合せ】　松崎警察署 � ４ ２ － ０ １ １ ０

　　　　　または各駐在所

１１ 

 平成１６年３月１５日現在 

 （　）内は前年対比 

　　人身事故　９件　（＋５）

　　物損事故　２５件　（－７）

　　死　　者　０人　（±０）

　　傷　　者　１１人　（＋３）

町の交通事故

 【日時】　４月１５日（木）

　　　　１０：００～１５：００

【場所】　生涯学習センター

　　　　ふれあいホール

【問合せ】　町民課　� ４ ２ － ３ ９ ６ ７

 【日時】　４月９日（水）、２３日（水）

　　　　１１：４５～１２：００

【場所】　松崎町役場

人権・行政合同相談

 お話会のお知らせ 

【日時】　２４日（土）　午前１０時３０分

【対象】　小学２年生以上

 休　館　日 

　５日（月）・１２日（月）・１９日（月）

　２３日（金）・２６日（月）・２９日（木）

【問合せ】　図書館

　　　　　　　�４２－３９７２

◇岩地　１０：００～１０：４０

◇石部　１１：００～１１：４０

◇雲見　１３：３０～１４：１０

入湯税出張徴収
４月19日（月）

図書館だより

犬・猫ひきとり

　会場は各地区公民館です。申告

納付はこの機会に済ませて下さい。

１８１９２０２１２２２３２４２５２６２７２８２９３０５／１２３４５
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固定資産税　第１期

軽　自　動　車　税

緑の募金にご協力を！
　緑の募金が「この手から　広が

れ緑　豊な未来」をスローガンに

今月１日から５月３１日にかけて行

われます。緑の募金は、 （ 社 ）静岡県

緑化推進協会が中心となり、水を

守り、災害を防ぎ、地球温暖化を

防止するなど、私たちにとって大

切な「森林・みどりづくり」に活

用されます。

　あなたも緑の募金を通じて「森林・

みどりづくり」に参加してみませ

んか。

【問合せ】　産業建設課

　　　　　　　�４２－３９６５

サッカー少年団員募集

　松崎町サッカー少年団では平成

１６年度の団員を募集しています。

　サッカーを通じて強いからだと

優しい心を育てます。対象は、 小学

３年生から中学３年生までで、入

団希望者は代表者まで連絡下さい。

【代表者】　鈴木万平　�５３－１８８８

町職員の退職

 ３月３１日付退職者 

サンセットヒル松崎

　　　　　　　　　　石 田 濱 子

今 月 の 納 税

　町では、夜間突発的に発生した地

震による停電時に、津波等から皆さ

んの身を守るため、高台に避難誘導

するソーラー誘導灯を役場屋上、松

崎小学校屋上、道部総合グランドに

設置しました。夜になると緑色に点

滅しています。

　いざという時のために、日頃から

避難路の確認をしておきましょう。

ソーラー誘導灯設置ソーラー誘導灯設置ソーラー誘導灯設置
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 １２

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

（34）
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松崎町ホームページアドレス　http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

21世紀松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

戸籍戸籍だよりだより
（（２２月分）月分）

　昭和２９年４月婚姻届のご夫婦を

紹介します。

届出日年齢氏　名地　区

４．１
７５歳

７２歳

内 田 勝 彦

　　つね子
中　区

４．３
７２歳

７１歳

宮 内 定 次

　　さだ子
道　部

４．９
７４歳

７１歳

石 川 至 孝

　　しげ子
江奈１

おめ で と う
№78
金婚式

保 護 者性別氏名地区

関　 順 一男 倖 　 平 
コウ ヘイ

雲 見

池 谷 恵 一男 風 　 音 
カザ ネ

桜 田

おめでとうございます（出生）

届出人年齢氏　　名地区

山本久男７３山 本　 明吉 田

弘　典５６一　瀬　つぎ代宮 内

千花夫７７藤 池 四 作伏 倉

宏　明７９� � 運 平江奈２

義　文８２山 本 る り池 代

豊　一８３後　藤　よね子八木山

てる江７９菊 池　 完野 田

おくやみ申し上げます（死亡）

（平成16年２月29日現在）

総人口 ８，７５４人（－１１）

　男　 ４，１６５人（－７）

　女　 ４，５８９人（－４）

世帯数 ３，１５６戸（－３）

転　入　２３人　転　出　２９人

出　生　２人　死　亡　７人

��������

町の人口と世帯

学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
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校
ひ
ろ
ば

 
「
地
域
の
方
々
と
楽
し
ん
だ
収
穫
祭
」 

　

学
校
中
の
子
供
達
が
、
こ
の
日
の

来
る
の
を
ま
だ
か
、
ま
だ
か
と
心
待

ち
に
し
て
い
ま
し
た
。
初
め
の
計
画

の
日
よ
り
１
日
早
ま
っ
た
の
で
、
子

供
達
に
は
期
待
感
が
よ
り
プ
ラ
ス
さ

れ
た
よ
う
で
す
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
雨
天
で
し
た

が
、
総
勢　

人
を
超
え
る
地
域
の
人

２００

達
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
保
護
者
を
は
じ
め
、
三
浦
幼
稚

園
の
園
児
達
、子
供
達
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
棚
田
や
総
合

的
な
学
習
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
、

子
供
達
の
家
の
隣
の
お
ば
さ
ん
・
お

じ
さ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
友
達
、

中
に
は
町
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
会

長
さ
ん
と
会
員
の
皆
さ
ん
、
隣
近
所

で
誘
わ
れ
た
方
々
等
岩
地
や
石
部
、

雲
見
の
地
域
の
方
が
た
く
さ
ん
参
加

し
て
く
だ
さ
り
、
体
育
館
が
三
浦
地

区
の
人
達
で
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
に
も
増
し
て
と
て
も
賑
や
か
な

収
穫
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
収
穫
祭
で
は
、
学
級
の
子
供

達
が
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
あ
っ
て
作

る
食
べ
物
と
お
店
、
お
世
話
に
な
っ

た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す

こ
と
と
地
域
の
人
達
と
の
ふ
れ
あ
い

が
ね
ら
い
で
す
。
で
も
、
子
供
達
の

関
心
は
、
ど
の
学
年
が
ど
ん
な
店
を

出
し
て
、
そ
こ
で
何
が
食
べ
ら
れ
る

か
の
よ
う
で
し
た
。
さ
っ
そ
く
、１
・

２
年
「
マ
ロ
ン
ス
ト
ア
ー
」、
３
年

「
も
ち
屋
」、
４
年
「
ザ
・
ウ
サ
ギ

フ
ァ
ミ
リ
ー
店
」、
５
月
「
五
年
亭
」、

６
年
「
お
ぞ
う
に
・
も
ち
・
キ
ャ
ラ

メ
ル
屋
」
で
お
い
し
そ
う
に
ほ
お
ば

る
園
児
や
子
供
達
、
地
域
の
方
々
の

姿
が
、
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
き
な
声
で
の
呼
び
込
み

や
注
文
に
手
際
よ
く
応
対
し
て
い
る

子
、
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
を

優
し
く
案
内
し
て
い
る
子
等
、
子
供

達
が
張
り
切
っ
て
活
動
し
て
い
る
姿

が
、
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

子
供
達
は
、「
来
年
は
、
ど
ん
な
店

に
し
よ
う
か
な
。」
と
話
す
な
ど
、
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

�
四
五－

〇
〇
〇
一

三
浦
小
学
校

　小中学校の義務教育期間

を１日も欠席せず勉学に励

んだ山本　拓くん（大沢）

が、３月１９日に行われた松崎

中学校卒業式で、その功績

を称えられ「９ヶ年皆勤賞」

を受章しました。

　山本くんは、「この度皆

勤賞をいただき、両親をは

じめ、私を支えてくれたす

べての方々にとても感謝し

ています。私は学校が好き

なので、これからも頑張り

たいと思います。」と語っ

てくれました。

９ヶ年
皆勤賞受賞！
９９ヶ年ヶ年

皆勤賞受賞！皆勤 賞受賞！


